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This report aimes to make clear the actual conditions and tendency Of circle 
activities of工abOUr e rs in Fukui. 
1. 工t is practicable that the leisure activi七iesof labourers are to be fra-
med eユemmentユYby their sex distinctiOn andユife-stage.
2. The demand Of the circユeactivities have a possiblity of expansion to ab-
ou七 7悦 fromabout present 3~. And three phses fOr p工anningare to be establi-
shed fOr七heexpansion， at presen七 1七 isdemanded the fOlユowingsubjects ①， 
informational activities，② improvement of management and spatial functiOn. 
はじめに
本研究は，地域集会施設の設置計画のための基礎的研究として，福井市における勤労者の生活構
造・サークル活動実態調査をもとに，サークル活動そのものの現状と発展方向を見い出し，そこか
ら施設空間計画のための課題を主として量的な側面から検討しようとするものである O 調査は昭和
5 0年 12月7日-2 5日に実施し，対象は福井市内の 13事業所(病院・学校・繊維・運輸・通
信・鉄鋼・印刷・農林の 8分野)従業者から 1/12抽出された 535名であり，調査票の配布一回
収は労働組合を通じて職種別，年齢別に行ったO有効回収は 452名であり，回収率84.5<}らであるO
1. 生活時間と余履行動
(1) 労働時間
ここでいう労働時間とは拘束時間の意味あいをもつものであり，通勤時間および家事のための
労働時間を含んでいるo r 1 0時間以上」が 2/3， r12時間以上」が 1/3を占めているが，
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男女の差は絶対的であり 11 2時間以上」の割合は男性の 20.5%に対して女性では 61.2%であ
るO また，女性については年齢による変化が大きく. 2 0才代後半で急増した労働時間は 40才
前後で頂点( 1 1 2時間以上」が約 8割)に達し.50才以上で急減する O これは，結婚および
出産・育児という女性の生活条件を反映するものであり， 乳児をもっ女性では 11 3時間以上」
が 72.7%. 1 1 2時間以上Jが81.8%を占めている(未婚の女性については，それぞれ 2.9%.
23.5%であり，また，小中学以上に成長した子供をもっ女性ではやや緩和され.それぞれ約 5割，
6割弱となっている)0 一方の男性については，乳児の有無が労働時間増に反映されてはいるが，
ライフステージにともなう傾向的な特性はみられない。なお，職業別には，男性では事務〉専門
技術ι労務の順.女性では専門技術〉事務と労務の順であり，女性専門技術職では 11 2時間以
上Jが6割を越えている O また，学歴では高学歴ほど労働時間が長く，中卒の 112時間以上」
25.3%に対して，大卒では 47.1% (専門学校卒では過半数)であるO
(2) 余暇時間
ここでいう余暇時間とは. 1日24時聞から労働時間・睡眠時間および食事・入浴などの生活
必需時間をのぞいた，休養・娯楽・スポーツなどの自由に過ごせる時間をいう O 従って，対象者
に「余暇」として意識化された時間をさしている O 全体では 13時間未満J43.0弘 1 4時間以
上J32.7 <Jらであるが，やはり男女の差は大きく(r 3時間未満」は男性の 33.3%に対して女性で
は 64.2%) .かっ，同一労働時間においても「余暇Jとして意識される時間は，女性の方が圧倒
的に少い点が注目されるところであり，短労働時間ほどその差は顕著になるO なお，余暇時間に
ついては年齢以上にライフステージによる傾向的推移が明確であり，女性では 12時間未満」の
割合の変化( 1乳児Jでの 54.5%から「高校以上」の 16.7%まで段階的に).男性では r4時間
以上Jの割合の変化として現われているO 一方，職業別には，労働時間と同様の特性がみられる
が，専門技術職の「余暇」意識が相対的には小さく 13時間以上の長時間労働では事務職の，
他では労務職の「余暇」意識が高いという傾向がみられる O また.学歴では，中・高卒に比べ大
卒および専門学校卒の「余暇」意識は小さく，たとえば 19--11時間」労働で余暇時間 13時
間以上」とするものは，自Ij2者の約 7割に対して後 2者では約半数である O
表1. 性別年齢別生活時間および余暇の過し方
労働時間 余暇時間 平日の仕事後の過し方 休日の過し方
13h白 12h町制10h ー2h 4h- 帰宅サークル商底仕事 他 休養起もらん趣味教養
-19才 0.60 1∞3 O.ZO 価rmo ?b o-O ?b O-O 9b 0.0 ヲも 50 o % 0.0 % o-O ?ら 10010% ?も0.0 
20ー 0.0 14.3 47.6 0.0 35.0 28.6 19.0 23.8 9.5 19唱。 23.8 0.0 76.2 0.0 
25ー 4.8 12.5 43.8 4.2 43.7 45.1 5.9 27.5 7.8 13.7 27.5 29.4 39.2 0.0 
30- 4.2 25.5 30.5 10.2 39.0 45.9 9.8 14.8 11.5 16.4 32.2 25.4 お.6 1.7 
男
35 10.2 24.3 40.5 5.6 27.9 32.4 16.2 16.2 18.9 16.2 32.4 27.0 29.7 2.7 
40- 2.7 21.6 29.7 2.7 48.6 42.1 5.3 31.6 18.4 2.6 42.1 26.3 18.4 0.0 
45 11.0 25.5 30.9 3.8 37.7 ぬ.9 9.1 25.5 7.3 7.3 33.3 24.1 22.2 5.6 
.') 0- 5.2 18.4 39.5 10.8 40.5 65.8 0.0 18.4 10.5 5.3 42.1 15.8 26.3 0.0 
計 6.3 却.6 37.5 5.7 39.8 45.9 8.5 21.8 11.4 12.1 32.8 :2.6 34.1 1.6 
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t}1 働時間 余眠時間 平日の仕事後の過し方 休日の過し方
13h岬 12h制旬lOh -2h 4h制 帰宅サー知商庖仕事 他 休養だんらん趣味教養
-19才 0.0 % 0.0 % 加%.0 0.0 % 50.0 % 16.% 7 16.7 % 0.0 % 0.0 % m.0 96 33.3 % 0.0 % 66.7 % 0.0 % 
20- 7.7 34.6 26.9 15.4 23.1 48.1 18.5 11.1 3.7 14.8 36.0 4.0 56.7 0.0 
25- 53.6 71.5 14.3 44.4 11.1 71.0 6.5 16.1 32 0.0 33.3 33.3 33.3 。
30- 00.0 73.1 0.0 38.4 11.5 84.6 3.8 7.7 0.0 38 32.0 44.0 16.0 4.0 
女
35- 70.0 8>.0 10.1 44.4 11.1 72.7 0.0 18.2 9.1 0.0 18.2 72.7 0.0 9.1 
40- 臼.8 82.3 0.0 25.1 6.3 77.8 5.6 16.7 0.0 0.0 23.5 47.1 17.6 5.9 
45- 62.6 75.1 18.8 33.3 13.3 688 0.0 12.5 18.8 0.0 56.3 37.5 6.3 0.0 
50- 16.7 16.7 50.0 16.7 33.4 1∞.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 6.7 16.7 0.0 
計 43.3 62.0 16.4 30.6 16.0 68.8 7.1 12.1 4.3 5.7 34.5 32.4 27.3 2.2 
(3) 平日仕事後の過し方
「帰宅dJ Ii"サークルdJ Ii"商庖・盛り場dJ Ii"アルバイト・内職.IJ Ii"友人訪問dJ Ii"残業dJ Ii"その他」
の7項目から 2項目以内の選択結果を 4類型に整理したO ①「帰宅J If'帰宅」のみ，②「サー
クルJ If'サークル」と他の組合せ，③「仕事J If'アルバイト・内職dJ If'残業』と「サー クル』
以外の組合せ.④「商庖J Ii"商庖・盛り場」と「サークルJr仕事」を除く組合せ，⑤「その
他」
全体では r帰宅J53.3 %. rサークルJ8.0 %.. r商庖J18.89ら r仕事J9.1%. rその
他J10.0 %であるO 女性の「帰宅J68.8 %に対して男性は半数弱の 46.1%であり，他項目はすべ
て男性が上まわっている(とくに「仕事Jrその他Jの差が著しい )0また r帰宅」は事務職
( 40.4 %) <労務職 (51.4%)<専門技術職 (61.1%)の順に増加し.事務職では「商庖J.労
務職では「仕事」および「その他」の割合が相対的に大きい。学歴別では専門学校卒での「帰宅」
が7割強を占める点が特異的であり rサークル」は高・大卒 r商庖」は高卒 rその他」は
中・高卒での割合が大きい。
男性については. 3 0才未満では「商庖」および「ザークルJrその他」が主要な位置を占め，
3 0代以降では「帰宅」が中心となるが. 3 0代から 4 0代前半では「仕事」が相対的には大き
な割合(2割弱)を占め. 4 0代以降再び「商庖」へと推移している。一方，女性については，
3 0才未満では「サークル」および「その他」が大きな比重を占め「帰宅」は半数に至らないが，
以降「帰宅」が急上昇し r30-34才」では 84.6%をも占めている0 35才以上では「帰宅」
が7割程度 r商庖」が 1- 2割で安定している。これを子供年齢でみると，女性では「乳児」
「幼児」が「帰宅」が 9割 r小・中・高」で 7-8割 r子供なし」および「未婚」では 4-
5割という傾向的特性を示すが，男性では差が少く，むしろ「乳児Jr幼児」での「帰宅J割合
は最も小さくなっている。
労働時間別では 9時間以上では労働時間増に対応して「帰宅」が増加し反面，男性では
「商庖」の減少，女性では「サークル」の減少が目立つ。逆に.労働時間短縮にともなう傾向と
してまとめれば，まず「商庖」の増加，次いで「サークルjの増加，そして再び「商庖Jの増加
という展開としてまとめることが可能である。余畷時間別には r仕事Jが2...4時間 r商庖」
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は 3-7時間 rサークル」は 4-6時間での割合がそれぞれ相対的に大きな割合を占めている。
ただし，余暇時間別の「帰宅Jの割合は男女で性格を異にし，時間増に従って女性では減少，男
性では逆に増加の傾向がみられるO
表2. 性別家族型別生活時間および余暇の過し方
休日の過し方 平日の仕事後の過し方
サ参ーク加ル労僻間12h旬 余珊欄刷2h
休 養 だんらん 趣味・縫 掃 宅 サー クル 商 庖 仕 事
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
未 婚 8.916n.%5 0.0%5.9 % 26.5ヲー 37.ヲ1も 0.0%0.% 0 η.ヲ4ら 62.9 ヲら 38ヲ.8も36.%8 14.93b23.% 7 1894b132 ヲ6102ヲら 2.% 634.97656.% 8
乳児あり 34.5 81.8 13.8 54.5 23.3 必.5 43.3 36.4 20.0 18.2 43.3 90.9 0.0 0.0 36.7 9.1 6.7 0.0 26.7 18.2 
幼児あり 11.3 朗.6 3.2 46.7 33.9 22.6 35.5 48.4 29.0 25.8 46.0伺.6 79 0.0 14.3 6.3 143 0.0 29.0 25.0 
小中生あり 27.2 679 6.3 39.3 37.8 25.0 20.7 67.9 28.5 7.1 54.2 75.0 13.6 3.6 40.0 14.3 16.9 7.1 :D.5 10.7 
砂1上あり 21.1 65.0 9.0 16.7 35.7 印β 21.4 25.0 2&.6 15.0 63.2凪 O 5.3 0.0 17.5 10.0 10.5 10.0 19.4 35.0 
子供なし 35.7 80.0 0.0 30.0 18.8 54.5 25.0 9.1 56.3 27.3 563 50.0 12.5 0.0 18.8 33.3 6.3 8.3 18.7 16.7 
曲 f子供なしJの年齢li25-34才が中心である杭 40才以上の高齢者も約1/4ある。
表 3. 性別労働時間別余暇時間
》ごR 男 女ー 2h 2h- 3h- 4h- 5h- -2h 2h- 3h- 4h- 5h-
-9h 5.3'" 14.1' 14.1' 24.1 70 ωF 7.i ヲ匂 ぉF 怨F 7.I" 28.[0 
9ー 4.1 23.3 33.6 却.6 18.5 17.9 rD.3 14.3 21.4 7.1 
1 1- 2.6 42.9 24.6 22.1 7.8 20.6 44.1 却.6 8.8 5.9 
1 3- 31.6 36.8 15.8 15.8 0.0 49.1 26.3 17.5 3.5 3.5 
表4. 労働時間別余暇の過し方およびサークル活動
平日の仕事後の過し方 休日の過 し方 .加希望サーク JV参加
不参加休 聾 だんらん 趣味・教養
帰宅 サータJν 商底 仕事 その他
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
8 45.[0 9.1 ヲP 18.[0 o.a。 抗F421 ぉF14.r 25.~ 28.[0田F14.r 25.~ ω.~ 1∞E 
8 - 58.3 5.0 10.0 10.0 15.0 38.0 22.2 18.0 0.0 36.0 55.6 16.0 回.0 41.7 33.3 
9 - 34.8 16.7 31.8 7.6 9.1 44.6 :D.O 14.0 30.0 37.5 40.0 35.7 <1>.0 52.8 80.0 
10- 49.1 7.1 22.8 8.9 12.5 29.3 27.8 25.0 27.8 34.8 38.9 30.4 42.1 56.9 70.0 
1 1ー 52.3 11.4 15.9 9.1 9.1 却.4 <1.0 29.4 40.0 38.2 20.0 26.5 30.0 58.3 57.1 
12- 54.4 8.8 16.2 13.2 7.4 泊.3 29.2 23.3 お.0 39.5 41.7 27.9 40.0 483 78.6 
13- 63.9 5.6 16.7 8.3 5.6 27.3 関.0 36.4 29.2 36.4 20.8 25.0 37.5 77.8 85.7 
14- 76.2 0.0 14.3 7.1 2.4 14.3 32.4 429 52.9 14.3 1l.8 42.9 14.3 75.0 71.4 
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似)休日の過し方
全体では r休養J33.3 % rだんらんJ25.7 % r;趣味J32.0 % r教養J1.8 ~らである。 r休養J
の割合は男女で変わらないが rだんらんJは女性(32.4 %). r趣味Jは男性(34.1 %)の割
合が高い。男女とも「趣味」は 20代から 30代にかけて急減するが，とりわけ女性に著しく，
女性の 40代後半での「趣味」は皆無となっている(4 0代以降は，女性では 2割弱，男性では
2割強で安定している)0 r趣味」と補完的傾向を示すのは，女性では「だんらんjであり.30 
代後半の 72.7%を中心に 25才....49才で4割前後を占めているO また，女性の「教養Jは 30 
代から 40代前半に集中しているO 以上のような結果. 3 5... 4 4才における女性の「休養」は
極めて少くなっている(約 2割)。これに対し男性では，全般的に年齢による変化は緩やかであ
り. 4 0代以降「休養」が若干増加し「だんらんJが相対的に減少する程度である。これを子供
年齢でみると，女性の「だんらん」は「乳児Jから「小中生Jにかけて段階的に増加しているの
に対し，男性では一貫して減少傾向にある点が対照的である。
労働時間別では，男性については長時間労働ほど休日を「だんらん」にむける割合が高く 00
時間未満での「休養J4割「だんらんJ1.5割に対して 13時間以上では「休養J2割「だん
らんJ4割と，逆転しているわ 「趣味Jr教養」の割合はほとんど変わらない。一方，女性に
ついては rだんらんJの割合の傾向的変化が少く 11時間未満では「趣味Jr教養J. 1 1 
時間以上では「休養Jの割合が高いという傾向がみとめられる。
なお，平日の過し方との関係についてみると r商庖Jおよび「仕事」では「休養Jの割合が
4割を占め r帰宅」では「だんらんJが3割以上を占めている。これに対して「サークル」で
は70.6%という圧倒的多数が「趣味Jr教養」であるO
続いて r趣味Jr教養Jを過す相手について述べる。全体では「一人でJが38.2%を占め，
「家族とJ24.8 %. r職場の人J12.7 %. r近所の人J5.5 %. rその他J15.8 %と続いている O
「家族とJはライフステージの進行にしたがって確実に減少(r乳児Jでの 62.5%に対し r小
中生」以上では 2割程度で.この傾向は男性により顕著である)し，男性では「職場の人」および
「近所の人J.女性では「職場の人」の割合が大きくなる。また rその他」は 25才未満の若
年層および事務・専門技術職に圧倒的に高い(労務職については. r職場の人Jr一人で」の割
合が大きい)0 
2. サークル活動需要
(1) サークル活動参加の実態
現在サークル活動に参加しているものは 3割弱の 29.0%であり，そのうち 8.7%は2つ以上のサ
ークル(3.1 %は 3つ以上)に参加している。女性の参加率が 31.9%でやや高く，職種では専門
技術職が 32.5~ら，事務職 27.7%. 労務職 25.9 %であるO ただし 2つ以上への参加率は事務職に
圧倒的に高い(12.8 %)。 また，学歴別には大卒が 39.1%と圧倒的であるが 2つ以上の参加
率は，高卒 11.5%.大卒 10.3%.中卒 5.1%.専門学校卒 2.6%の順である。
男性については. 4 0才未満では一貫して 3割強.40才以上では約 2割と安定しているが，
ライフステージ別には，結婚後の「子供なし」での 18.7%から「小中生」の 35.1%まで漸増し，
「高以上Jで急減しているO これに対して女性では，結婚後 r小中生」までの一貫した低参加
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率が目立ち，年齢では 20代から 40代にかけての減少傾向となって現われている。従って子供
の成長した 40代は，サークノレ活動に対する夢が一気に現実化し. 3-4割の参加率となってい
るO
労働時間との関係については，男性では 9- 1 4時間，女性では 8-1 2時間の聞に関しては
労働時間増に対応したサークル活動参加率の低下傾向がみとめられるが，女性の 12 - 1 4時間，
男性の 14時間以上といった長労働時間においても参加率は極めて高く，逆に 9時間未満の短労
働時間でも参加率は低い。従って，全般的には，サークル活動参加率が労働時間に支配されると
は言い難い。質的側面を含んだ労働形態と，年令および家族構成によって形づくられるライフス
テージとの両者の性格が，主として性別ライフステージに強〈反映させられているものと理解す
ることができる。
続いて，前述の余暇の過し方との関連についてみる。平日との関係では r-itー クル」での参
加率は 97.2% (うち 2つ以下参加が 52.8%)と，ほぽ全数であり rその他Jで35.6%.他で
はいずれも約 2割である。また，休日との関係では. r休養JrだんらんJでの参加率が約 2割
であるのに対し r趣味Jr教養」ではそれぞれ約半数(女性60.6%.男性46.3%)が参加して
いるO 従って，一般的な「趣味Jr教養J志向の増大が具体的なサークル活動の需要となって顕
在化する可能性の大きいことをうかがうことができる。
表 5. 家族型別および労働時間別サークル不参加理由
不必要情報不足条件不合余裕なし
未 婚 129.7% 35.1% 24.3% 10.8% 
乳児あり|一 一 28.6 71.4 
家|乳児+幼児 I26.3 5.3 10.5 57.9 
幼児あり 117.6 20.6 17.6 44.1 
族4幼児+小中生 5.9
小中生あり I42.9 
型|小中生+高以上| 刷
高以上あり I46.3 
子なし I26.3 
8h 
8 -
労 9 -
働 10一
時 11一
間 12ー
13-
14-
46.1 
48.6 
33.3 
29.2 
25.0 
12.5 
9.4 
29.4 
16.7 
9.1 
9.8 
15.8 
28.6 
15.4 
25.7 
29.6 
20.8 
2.8 
6.2 
6.3 
17.6 
4.8 
4.5 
17.1 
21. 1 
42.9 
10.3 
8.6 
16.7 
16.7 
16.7 
25.0 
6.3 
47.1 
35.7 
50.0 
26.8 
36.8 
28.6 
12.8 
17.1 
20.4 
33.3 
55.6 
56.3 
78.1 
(2) サークル活動不参加の理由
1 0項目の解答を次の 4類
型にまとめて整理した。
①「不必要J If'参加する必
要がない.!l If'人間関係がわず
らわしくていやだから.!l Ii"ま
ったく興味がないから.o.② 
「情報不足J If'興味にそう
サークルがないdJ Ii"どんなサ
ークルがあるかわからないdJ. 
③「条件不合J: If'運営・進
め方に不満がある.!l If'活動時
間が合わなくてできない」
「活動の場が遠くてできない
dJ .④「余裕なしJ: If'生活
におわれて余裕がないからJ
Fまわりの者が理解してくれ
ないdJ0 
全体では r不必要J30.7 
%. r情報不足J18.4 %. 
「条件不合J14.8 %. r余裕なしJ36.1 %であるO 女性では「余裕なしJが62%を占め.他項
目はすべて男性が上回っている(男性では r不必要J36.3 %. r情報不足J23.2%がとくに目
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立つ)。また r不必要」は事務・労務職および中・高卒者に高く(3 --4割).専門技術職お
よび大・専門学校卒では「余裕なし」がとりわけ高い(約半数)0 さらに. r条件不合Jは中・
高卒者に高い(2割弱)こ 1:.， 労務職で「情報不足」が高い(2 5 %)ことが目立った特徴であ
るO
続いてライフステージとの関係でみるo r不必要Jは，男性では若年層とともに 4-0才以上な
いし「小中生J以上で約半数を占め.女性では 45才以上ないし「高以上Jに限られている(約
4割)0 r情報不足」は 25才未満ないし「未婚」に集中しているが，男性については各年齢層
とも 2割程度の比重を維持しているo r条件不合」については，男女とも若年層を中心としつつ
も，女性の高齢者からも多く出されている点が注目される(とくに「時間が合わない」が多い)。
「余裕なし」は，女性では r30--34才」での 94.1%を中心に 25--44才で約 7割を占め，
男性では r35-39才」での 36.8%を中心に乳児をもっ世帯で集中的に高くなっている O
一方，不参加理由に関しては労働時間による傾向的特性が明確であり，男女とも労働時間の増
加にともなって r不必要」の減少と相補的に「余裕なし」の割合が増加する O ただし，女性で
は8時間以降 2割強から約 8割まで段階的に増加するのに対し，男性では 12時間以降 r余
裕なし」が急激に増加する O また，男性については，短労働時間では「情報不足J.長労働時間
では「条件不合」の割合がそれぞれ相対的に高いという傾向も明確である O
表 6. 性別年齢別ザークル活動需要動向
(参1湖加在率 以{上2つ} 
不参加理由 (i構成比/全体に占める割合} (5) サークル活動需要見込
不 要 (2精報不足 (3)条件不合 (4)余裕なし 希参 望加 (1)+42)(1)++((23))(1)(判3)2+){+4) (1)+(5) 
宇ら ?ら
334 % 侃 ，;0 1∞す 1ω(f 66.1" -19 33.3 16.7 一 回.0 50.0 一
33.4 33.4 
20一 333 4.8 41.7 41.7 16.7 一 2).7 61.1 72.2 72.2 59.0 
27.8 27.8 11.1 
25- 35.3 5.9 21.7 26.1 26.1 26.1 41.7 52.2 69.1 86.0 77.0 
14.0 16.9 16_9 1fiQ 
30- 27.1 11.9 29.0 21.1 23.7 263 46.2 42.5 59.8 79.0 73.3 
男a 21.1 15.4 17.3 1Q? 
35- 35.1 13.5 21.1 26.3 15.8 36.8 472 52.2 62.5 86.4 82.3 
13.7 17.1 10.3 23.9 
40- 23.7 10.5 56.5 17.4 一 26.1 a.7 37.0 37.0 56.9 63.4 
43.1 13.3 lQ Q 
45- 22.2 5.6 44.0 20.0 8.0 沼.0 37.0 37.8 44.0 65，8 59.2 
34.2 15.6 6.2 21.8 
50- 18.4 5.2 48.0 16.0 16.0 20.0 28.2 31.5 44.6 ω.9 46.6 
39.2 13.1 13.1 16.3 
計 27.5 8.6 36.3 23.7 16.1 24.4 39.4 44.7 56.4 74.1 66.9 
26.3 172 11.7 17.7 
-19 33.3 16.7 25.0 25.0 50.0 66.7 50.0 83.4 83.4 100.0 
16.7 16.7 33.4 
20- 51.9 25.9 22.2 22.2 22.2 33.3 40.1 62.6 73.9 89.3 92.0 
10.7 10.7 10.7 16.0 
25- 29.0 3.2 10.5 5.3 15.8 68.4 53.3 32.8 44.0 92.6 82.3 
7.5 3.8 11.2 48.6 
30ー 26目9 3.8 5.9 一 94.1 68R I65.0 26.9 26.9 95.7 91.9 
女 4.3 
35- 0.0 0.0 14.3 14.3 一 71.4 72.7 14.3 14.3 85.7 72.7 
143 14.3 71.4 
40- 38.9 5.6 16.7 16.7 66.7 24.4 49.1 49.1 a.9 63.3 
10.2 10.2 一 40.8 
45- 31.2 12.6 33.3 11.1 55.6 48.2 31.2 38.8 77.1 79.4 
22.9 7β 38.3 
50- 0β 0.0 加.0 2>.0 25.0 40.0 お.0 50.0 40.0 50目。 25.0 25.0 
計 31.9 9.1 18.4 7争9 11.8 61.8 49.9 373 453 87.4 81.8 
12.5 5.4 8.0 4l.1 
L... 
106 
(3) サークル活動への参加希望
現在サークル活動に参加していないもののうち，参加を希望するのは 60.1% (男 54.4%.女73.3
9ら)であるO 中・高卒の希望 5割強に対して，大・専門学校卒では 8割が希望している O また，
職業別では，労務職 55.6CJら〈専門技術職 62.0% <事務職 70.8%の順であるO
男性については. 25~39 才で 6 割以上( 135-.19才」では 72.7%)が参加を希望し，
4 0才以上では漸減しているO 家族型では「子供なし」および「乳児J 1幼児」に対応している。
女性については， 4 0才未満全般に 8割ほどが希望しており， とくに「乳児J i幼児」では約 9
割に達しているO 労働時間別には，男性では 13時間以上，女性では 12時間以上で約 8割から
希望が出されているO
続いて，現在の参加者について.他への参加希望をみる。現在職場でのサークルに参加してい
るもののうち，過半数の 56.8% (男性では 63.9%)は他への参加を希望し，とくに 35才以上の
高年層および労務職での希望が高い。一方.現在職場以外のサークルに参加しているもののうち，
約 3割は「職場のサークルに参加したい」あるいは「職場にサークルをつくりたい」としている。
この傾向は 25才未満の若年層と 40才以上の高年層に目立っている。
次に，現在の不参加理由と参加希望の関連についてみる。 i情報不足J1条件不合」について
はいずれも 8割強という圧倒的多数が参加希望を示しているが 1余裕なしj についても 6割強
また不必要」でも 4割弱から希望が出されている点が注目されるo 1不必要」での参加希望
は30代および事務職にとりわけ高く 1余裕なし」での希望は 40才未満および事務・専門技
術職に高い。なお，いずれの理由においても，参加希望は男性よりも女性.そして概して長時間
労働のものほど高くなっているO
表 7 性別および労働時間別不参加理由別サークル活動参加希望率
全体
性 JIj 労 働 時 間
男 女 一8h 8h- 9h- 10h- l1h- 12h- 13h- 14h-
不必要 37.5 '10 33.9 '10 53.89ら 一% 25.0% 43.8 '10 33.3~ら 57.1 '10 22.2 % 100.0 '10 66.7 '10 
情報不足 81.8 79.5 100.0 100.0 80.0 66.7 81.3 80.0 100.0 100.0 100.0 
条件不合 82.4 80.8 87.5 100.0 66.7 66.7 88.9 75.0 80.0 100.0 50.0 
余俗なし 63.4 45.9 77.8 50.0 50.0 66.7 54.5 42.9 66.7 75.0 70.8 
表 8. 性別年齢別サークル活動経験およびやめた理由
や め た 理 由
経験率
結 婚 出費増大 時間不足 不一致 卒業・転勤 転 居 その他
男 56.8 % 5.4 '10 4.3% 37.0 '10 16.39も 13.0 '10 6.5 '10 15.2 % 
k 51.1 47.8 22 37.0 2.2 4.3 4.3 2.2 
-1 9才 62.5 一 一 33.3 33.3 33.3 一 一
2 0- 40.7 18.8 6.3 18.8 18.8 12.5 一 25.0 
年 2 5 - 48.1 55.5 11.1 7.4 14.8 3.7 7.4 
3 0 - 53.2 20.7 ー 34.5 13.8 6.9 10.3 10.3 
3 5 - 55.9 13.3 6.7 66.7 6.7 6.7 一 ー
令 4 0 - 63.2 7.1 14.3 42.9 14.3 7.1 ー 14.3 
4 5 - 64.0 66.7 16.7 一 11.1 
50- 57.1 6.7 40.0 13.3 一 26.7 13.3 
全 体 45.0 19.6 3.6 37.0 11.6 10.1 」主旦 10.9
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ω 過去のサークル活動経験
現在サークノレ活動に参加していないもののうち，過去にサークル活動の経験をもつものは 45.0
%であるO 男女の差は少し学歴による差が若干目立つ(中卒の 32.4%に対して，高卒および大
卒では 5割強，専門学校卒では 57.7%である)0 また，年齢による差も少いが. 2 0才代のみ半
数を超えて若干高くなっているO
過去のサークル活動をやめた理由としては，女性では「結婚J47.8%. r時間不足J37.0 % 
の両者が圧倒的であり.男性では「時間不足J37.0 %を中心に「内容不一致J16.3 %. r卒業・
転勤等J13.0 %. rその他J15.29るなどに分散しているO また，年齢別には，若年層では「卒業
・転勤」とともに「内容不一致」の割合が相対的には高いのに対し. 3 5才以上では「時間不足」
が圧倒的(6割に達している層もある)であり，同時に r出費増大j がわずかではあるが集中
してみられる点が注目されるO
過去の活動経験と参加希望についてみると. r出費増大」によってやめた者の希望が 20_0%と
低い点を例外として，いずれの理由によるものも「経験なし」の希望 50.6%を上回っているO と
くに r結婚J92.3 %. r卒業・転職J71.4 %， r時間不足J70.09るなどが高い希望を示してい
る。
3. まとめ
以上に，勤労者の生活構造とサークル活動の概略を述べてきたO 勤労者の余暇行動は，その多く
が労働時間に左右されるとはいえ，労働形態および家族生活との関連をもつことによって，性別の
ライフステージによってその大きな傾向的特性すなわちフレームを設定することが，一定程度可能
であることが認められるO 労働時間および労働形態の変化一一基本的には労働時間の短縮と労働の
主体化が目ざされるーーは，こうしたフレームの上で，それぞれの段階に応じた働きかけを実質的
に果すことに役立つ性格のものと理解することができょう O サークル、活動需要しいてはそれを物的
に保障する施設空間需要も，あくまで，こうした生活構造全体の展開のなかで設定されていく必要
があろう O 以上のような仮説にもとづき，表6には，今後のサークル活動需要見込みを提示したO
第一段階は現状のザーピス水準向上の目標に対応し，第 2段階は施設水準向上の目標に対応すべき
短期的な計画目標としての性格をもっO
今回の報告ではサークル活動の内容(種類，時間，場所など)については触れていない。これら
については，福井市および大野市における市民調査結果とも合わせて，施設空間の機能的な側面と
して，刷の機会に報告したい。
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